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パソコンを使った

治水監視システ

ムを今年度中に

導入

市
内
十
数
個
所
に
観
測
点
を
設
け

台
風
大
雨
の
際
に
活
用

市
で
は
、
今
年
度
中
に
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
治
水

監
視
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
す
。

市
内
十
数
個
所
に
観
測
点
を
設
け
て
、
市
役
所
治
水

課
・
防
災
課
と
を
回
線
で
結
び
、
瞬
時
に
、
雨
量
・
河

川
の
水
位
・
雨
水
貯
留
池
な
ど
の
現
況
を
把
握
す
る
も

の
で
す
。

普
通
河
川
・
準
用
河
川
に
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
の
は
、
全
国
で
も
初
め
て
で
す
。

き
め
細
か
な
治
水
対
策
と
、
水

害
に
よ
る
被
害
を

少
な
く

す
る
た

め
に
、
市
で

は
、
今

年
度
中
に

治
水

監
視
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
内
十

数

個
所
に
雨
量
・
水
位
な

ど
の

観
測

点

を
設
け
て

、
市

役
所
内
の
治
水

課
、
防
災
課
の
パ
ソ
コ
ン
と
回
線

で
結
び
、
河
川
な
ど
の
状
況
を
監

視
す
る
も
の
で
す
。

河
川
監
視
装
置
・
排
水
機
場
監

視
装
置
・
雨
水
貯
溜
池
監
視
装
置

の
三
つ
を
総
称
し
て
、
治
水
監
視

シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

河
川
水
位
と

雨
水
貯
留
池
を
常
時
把
握

台
風
や
大
雨
の
際
に
は
、
刻
々

と
変
化
す
る
雨
量
・
水
位
な
ど
の

情
報
を
よ
り
早
く
収
集
す
る
こ
と

が
、
水
害
対
策
に
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
現
在
、
情
報
収
集
は
職
員
が
排

水
機
場
な
ど
に
行
っ
て
、
電
話
で

水
位
な
ど
現
場
の
状
況
を
報
告
す

る
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
道
路
が
冠
水
し
て

い
た
り
、
ほ
か
の
障
害
が
あ
っ
た

場
合
に
、
現
場
に
到
着
す
る
の
に

時
間
か
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

治
水
監
視
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
収
集
が
一

ヵ
所
で
で
き
、
必
要
な
時
す
ぐ
に

新
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
ず
。

そ
の
情
報
と
、
河
川
情
報
セ
ン

タ
ー
や
日
本
気
象
協
会
か
ら
送
ら

れ
て
く
る
雨
量
・
雨
域
の
情
報
と

を
あ
わ
せ
て
、
洪
水
や
住
民
避
難

の
時
期
、
配
備
体
制
な
ど
の
判
断

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
を
流
れ
る
川
（
普

通
河
川
、
準
用
河
川
）
を
監
視
す

る
こ
と
に
よ
り
、
き
め
細
か
な
治

水
対
策
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

河

川

監

視

装

置

水
害
の
起
こ
り
や
す
い
国
分
川

大
橋
地
区
、
上
富
士
川
根
木
内
霜

田
地
区
の
二
ヵ
所
に
設
置
し
、
防

災
課
に
置
い
た
パ
ソ
コ
ン
で
、
河

川
の
水
位
や
雨
量
を
、
随
時
監
視

し
ま
す
。

ま
た
、
災
害
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
た
場
合
、
パ
ソ
コ
ン
を
本
部

に
移
動
し
て
、
治
水
課
の
情
報
と

あ
わ
せ
て
、
総
合
的
な
情
報
収
集

を
図
り
ま
す
。

排

水

機

場

監

視

装

置

雨

水

貯

留

池

監

視

装

置

馬
銜
、
栄
町
、
栄
町
西
、
中
堀

な
ど
の
排
水
機
場
と
、
神
田
川
、

六
中
、
小
金
原
な
ど
の
雨
水
貯
留

池
に
順
次
設
置
し
ま
す
。

排
水
機
場
で
は
、
雨
量
・
河
川

の
水
位
・
流
れ
込
む
水
路
の
水
位

・
ポ
ン
プ
の
稼
動
状
況
を
、
雨
水

貯
留
池
で
は
、
雨
量
・
貯
留
量
・

ポ
ン
プ
の
稼
動
状
況
を
計
測
し
ま

す
。平
常
時
に
は
、
治
水
課
で
各
施

設
の
維
持
管
理
に
利
用
し
、
台
風

・
大
雨
の
際
に
は
、
水
害
対
策
に

活
用
し
ま
す
。

マ
詳
細
…
治
水
課
施
設
係
ま
た
は

防
災
課

大雨や台風の際、水路から坂川ヘポンプを使って排水します(中堀排水機場)

手数料・使用料･各種税

今
月
の
納
期
は

市
・
県
民
税
（
第
一
期
納
期
限
）
＝
・

六

月
三
十
日

し
尿
処
理
手
数
料
（
人
頭
制
）
第
一
期

納
期
限
六
月
三
十
日

早
め
に
納
付
（
納
入
）
お
願
い
し

ま
す

安全・確実な

口座振替のご利用を

人口　445,540人　 （十3,170)

男　225,871人　　（十1,890)

女　219,669人　　（十1,280)

世帯　150,813　　 （十2,088)

システムの中心となるパソコン。瞬時に現況が把握できます

個人市政見学会に

参加してみませんか
日

時
…
七
月
十
三
日

余

）
午
前

九
時
～
午
後
三
時
三
十
分

コ
ー
ス
・
：
市
役
所
（
集
合
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
～
公
設
地
方

卸
売
市
場
南
部
市
場
～
消
防

局

～
小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー
（
昼

食
）
～
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
～

資
源
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン

タ
ー
～

文
化
ホ
ー
ル
自
由
解
答

定
員
・
三
十
人
（
個
人

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し

ま

す
。

費
用
…
無
料

（
昼
食
は
市
で
用

意
し
ま
す

申
込
み
六
月
十
五
日
（
水
）
必

着
で
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
一

人

一
枚
厳
守
）
を
記
入
し
、

〒

二
七

一
松
戸
市
根
本
三
八
七
の

五

松
戸
市
役
所
広
報
課
へ

熱心に説明を聞いています。

治水監視システム図



計
量
器
定
期
検
査

家
庭
用
は
か
り
無
料
検
査
も
同
時
実
施

商
売
・
証
明
用
に
ば
か
り
を

使
用
し
て
い
る
人
で
、
四
、
五

月
の
検
査
を
受
け
な
か
っ
た
人

は
必
ず
受
検
し
て
下
さ
い
。

合
格
し
た
は
か
り
に
は
、
定

期
検
査
合
格
シ
ー
ル
を
は
り
ま

す
。家
庭
用
は
か
り
ヘ
ル
ス
メ

ー
タ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
ス
ヶ
Ｉ
ル

な
ど
）
は
、
無
料
で
検
査
し
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、
持

参
し
て
下
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
…

ば
か
り

、

申
請
書
、
手
数
料

詳
細
・・
商

賈
生
活
課
計
量
係

合
格
シ
ー
ル

計量器定期検査日程表

期 日 検 査 会 場 時間

6/6C月) 総 合 福 祉 会 館

午
前
十
時Ｓ

正午

午
後
一
時Ｓ
一
一一時

フ(火) 矢　 切　 支　 所

21(火)･22(水)古ヶ崎市民センター

7/21W･22白 中 部 小 学 校

26(火) 上 本 郷 小 学 校

8/2C火) 南 部 小 学 校

３(水) 松 飛 台 小 学 校

９(火) 松 ヶ 丘 小 学 校

17(水) 稔　台　小　学　校

22(月)･23(火)常盤平第１小学校

24(水) 常盤平第３小学校

29(月)･30(火)松 戸 市 役 所

家庭防火診断

火
災
原
因

の
ト
ッ
プ

は
油
な
べ

に
火
が
入

る

市
消
防
局
・
消
防
署
で
は
、年
間
約
百
八
十
件
に
の
ぽ
る

火
災
を
無
く
す
た
め
、
毎
月
一
日
（
市
民
防
火
の
日
）
や

火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
、
各
家
庭
を
訪
問
し
て
防
火
診

断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
家
庭
の
火
の
元
を
、
も
う
一
度
点
検
し
て

み
ま
し
よ
う
。

2
4
％
の
家

庭
が

ガ
ス
栓
の
閉
め
忘
れ

六
十
二
年
度
中
に
七
千
九
百
二

十
一
世
帯
の
防
火
診
断
を
行
っ
た

結
果
、
二
四
％

の
家
庭

（
四
世
帯

に

一
世
帯
）
が

ガ
ス
の
元

栓
を
閉

め
忘
れ
て
い

ま
し

た
。

ガ
ス

（
プ
ロ
パ
ン
・
都
市
）
は
、

使
い

方
を
誤
る
と
爆
発

事
故
や
火

災
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ガ
ス
事
故
を
無
く
す
た
め
、
ガ

ス
の
元
栓
を
閉
め
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

火
災
は
人
災
？

建
物
火
災
の
出
火
原
因
の

第
一

位
を
「
油
鍋
に
火
が
入
る
」
が
占

め
て

い
ま
す

。
そ
の
ほ
か
に
も
「
ふ

ろ
の
空
だ

き
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
が
原
因
で
火

災
が
発

生
し
て

い
ま
す
。
火
を

使
っ
て

い

る
と
き
は
、
火
の
元
か
ら
目
を
離

さ
な
い
よ
う
に
し
て
下

さ
い

。

七
千
九
百
二
十

一
世

帯
中
五
百

九
十
八
世
帯
の
家
庭
で
は

、
ガ
ス

コ
ン
ロ
・
暖
房
器
具
の
近
く
に

紙

類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
な
ど
の

可

燃
物
が
置
か
れ
て
い
た
り

、
が

ス
コ
ン
ロ
の
近
く
に
布
巾
が
掛
け

て
あ
っ
た
り
し
て
、
危
険
な
状
態

で
し
た
。

ガ
ス
コ
ン
ロ
や
暖
房
器
具
の
周

囲
は
い
つ
も
整
理
整
頓
し
て
お
い

て
下
さ
い
。

使
用
し
な
く
な
っ
た
暖

房
器
具

を
し
ま
う
と
き
は
、
カ
ー
ド
リ
ョ

ジ
や
タ
ン
ク
内
の
灯
油
か
扱
き
、

自
動
点
火
装
置
の
電
池
を
取
り
除

い
て
下
さ
い
。
電
池
を
付
け
た
ま

ま
し
ま
う
と
、
思
わ
ぬ
拍
子
に
ス

イ
ッ
チ
が
作
動
し
て
火
災
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

火
災
は
、
思
い
が
け
な
い
と
こ

ろ
か
ら
発
生
し
ま
す
。
十
分
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
に

・

出
か
け
る
前
や
就
寝
前
に
は
、

ガ
ス
の
元
栓
・
火
の
元
を
指
で

さ
し

、

声

を

出

す

「
指

さ

し

確

認

」

を

し

ま

し

ょ

う

。

火

を

使

う

と

こ

ろ

に

は

、

消

火

器

や

水

バ

ケ
ツ

な

ど

の

消

火

用

具
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

火

災

が

起

き

て

一

一

九

番

に

電

話

す

る

と

き

、
気

が

動

転

し
て

自

分

の

名

前

さ
え

言

え

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

住

所
・
名

前
・

自
宅
近
く
の
目
標
を
メ
モ
に
し

て
、
電
話
の
近
く
に
置
き
ま
し

火

災

な

ど

に

備

え

て

、

安

全

な

場

所

へ

の

避

難

方

法

を

確

認

し

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

防
火

に

つ

い

て

の

相

談

は

、

最

寄

り

の

消

防

署

へ

詳
細
・
・
・
消
防
局
救
急
防
災
課
四

6
3
－
1
1
1
1
内
線
2
１
４
番

消火器の使い方は大丈夫ですか？

松戸市内の建物火災の

出火原因(62 年中)

年
金
積
立
金
還
元
融
資
で

国
保
松
戸
市
立
病
院
の
施
設
な
ど
を
整
備

六
十
二
年
度
病
院
整
備
事
業
と

し
て

行
わ
れ
た
、
臨
床
研

究
棟
新

築
事
業
（
六
十
一
六
十
二
年
度

継
続
事
業
）
、
病
院
増
築

事
業

（
六

十
二

・
六
十
三
年
度
継

続
事
業

）

お
よ
び
医
療
機
械
の
整
備
は

、「
年

金
積
立
金
還
元
融
資
制
度
」
の
融

資
を
受
け
ま
し
た
。

マ
詳
細
・
＝
国
保
松
戸
市
立

病
院
会

計
課
ｆｔ
6
3
1
2
1
7
1

番

国保松戸市立病院

子どもの眼科検査は予約制

期日…６月15日(水)

内容…幼児( ３歳以上) 、小

中学生の斜視・弱視・視力・

屈折異常などの検査

予約受付…６月６日(月)から

眼科外来で電話でのみ受け付

けます( 先着順)。

受付時間…午後２時～４時

土・日曜日は除く)

詳細…国保松戸市立病院眼科

外来S63―2171内線1134番

ボランティア養成教室

会場…市社会福祉協議会

定員…各30 人

費用…教材費①400 円 ②2,000 円

②の対象者は、教室終了後、朗読奉仕

会会員となり、ボランティア活動ので

きる人

適性試験で受 講者を決定します( ①

は先着順)。

開講式にはどなた でヽ も参加できます。

申込み…電話で６月８日(水) までに、

市社会福祉協議会068 ―0503 番へ

①初級手話ボランティア養成教室 ②初級朗読ボランティア鍵成教室

期 日 時間 内 容 期 日 時間 内 容

６／９困 午後１時30
分～４
時

開講式「ボランティアとは何が」　講師・露木悦子氏（サンシャイン

会場・市民劇場　　　　　　　　　　　　社会福祉専門学校副校長）

9/3R

午
前
９

時

30

分
S

11
時

30
分

オリエンテーション
講義「聴覚障害者とは」6/16

午
前

10
眄
Ｓ
正

午

オリエンテーション
朗読技術

9/17 ・ 24 実技

6/30

フ/7・21

9/1 ・22

10/6 ・ 20

11/10･ 24

12/1 ・ 15

1 /19､2/2

2/16

朗読技術

10/1 講義｢体験談から学ぶ｣

10/8 ・ 15 実技

10/22 講義｢体験から学ぶ｣

10/29､11/5 実技

11/12 講義｢体験談から学ぶ｣

11/19 ・26 実技

12/3 講義｢通訳者の体験談｣

12/10 実技

３／２ 閉講式
12/17 閉講式

(肖①の９月３日以降は、各土曜日、②は各木曜日)

建
築
協
定
制
度

住
民
の
意
志
で
決
め
る
街
づ
く
り

松
戸
市
で
は

、
都
市
計
画
に
よ

っ
て
建
築
物
の
用

途
、
高
さ
な
ど

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
規
制
で
は
用

途
・
日
照
・
騒
音
・

街
並
み
な
ど
で
困

っ
て
い

る
、
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、

一
般
的
に

は
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
解
決

は
大
変
難
し
い
の
が
現
実
で
す
。

そ
こ
で
、
市
は
建
築
基
準
法
に

基
づ
き
「
松
戸
市
建
築
協
定
に
関

す
る
条
例
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
定
の
区
域
（
原
則

と
し
て
八
千
平
方
㍍
以
上
）
で
、

そ
の
区
域
内
の
土
地
・
建
物
な
ど

の
権
利
者
全
員
の
合
意
に
よ
り
、

区
域
内
に
建
築
さ
れ
る
建
物
（
塀

・
生
け
垣
な
ど
も
含
む
）
の
敷
地

・
位
置
・
構
造
・
用
途
な
ど
に
つ

い
て
、
自
主
的
な
ル
ー
ル
を
定
め

る
も
の
で
す

。

こ
の

協
定
が
成
立
し
ま
す
と

、

新
た
に
土

地
な
ど
を
取
得
し
た
人

も
対

象
に

な
り
ま
す
。

「
建

築
協
定
」
は
、
い
わ

ば
街

づ
く
り
の

住
民
参
加
と
も
い
え

る

魅
力
あ

る
制

度
で

す
。

マ
協
定
で

き
る
一
般
的
な
事
例
・
こ

建
築
物
の
用

途
・
高
さ
・
階
数
、

敷
地
面
積
、
塀
の

構
造
・
高
さ

（
生
け

垣

も
含
む
）
、
建
築
物

と
敷
地
境
界
と
の
距

離

マ
詳
細
・
＝
建
築

指
導

課
審
査
係



住
宅
の
か
さ
上
げ
工
事
に

融
資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給

雨
で
床
上
浸
水
の
被
害
を
受

け
た
住
宅
を
浸
水
か
ら
守
る
た

め
、
か
き
上
げ
工
事
を
予
定
し

て
い
る
人
の
た
め
に
、
市
で
は

融
資
の
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

別
表
地
区
の
住
宅
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
要
綱
に
よ

り
資
格
要
件
な
ど
を
、
定
め
て

い
ま
す
。

▽
詳
細
・・・
防
災
課

あっせん利子補給対象地区

あつせん対象の地区 建築完了年月日

東平賀字 城町

50年7月31日以前

根木内字宿 畑

根木内霜田

根木内字葉中

小 金原１丁目

日 暮字小山

小 金清志町字２ 丁目

小 金清志町字３丁目

ニツ木字溜井下

ニツ 木後田

ニツ 木字二葉町

大橋 字松ノ木下

56年10月31日 以前

大 橋字土橋下

大 橋字坂下

大 橋字寺之 下

紙敷字 妙見下

秋山 字北

常盤平２丁目

貴重な資源

年

間

約

3

6

0

0

ト

ン

が

む

だ

に

松
戸
市
で
は
、
現
在
、
ゴ
ミ
の
五
分
別
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
は
ほ
と
ん
ど
守
ら

れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
分
別
が
、
非
常
に
悪
い
状
況
で
し
た
。

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
中
に
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
や
資
源
ゴ
ミ
が
混
じ
っ
て
い

る
と
、
埋
立

地
の
寿
命
を
縮
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
切
な
資
源
を
む
だ
に
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

「
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
」
の

分
別
率
5
9・
５
％

市
は
、
六
十
一
年
十
一
月
と
六

十
二
年
二
月
、
七
月
の
三
回
に
分

け
て
、
市
内
八
地
区
で
、
ゴ
ミ
の

分
別
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

ゴ
ミ
は
季
節
に
よ

っ
て

内
容
が

変
化

す
る
た
め
に
、
秋

（
春

）
、

冬
、
夏

の
三
つ

の
季
節
を

調
べ
た

も
の
で

す
。

そ
の
結
果
、
分
別
率
［
ど
れ
だ

け
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
る
か
を

示

す
割
合
）
は
、
燃
や
せ

る
ゴ
ミ

で
九
一
・
五
％
、
資
源
ゴ
ミ
で
は

八
七
・
九
％
と
、
ほ
と
ん
ど
が
き

ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
の
分

別
率
は
五
九
・
五
％
と
低
く
、
燃

や
せ
な
い
ゴ
ミ
以
外
の
ゴ
ミ
が
四

割
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
に
混
入
し
て

い
た
の
は
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
が
一

四
・
一
％
、
資
源
ゴ
ミ
ニ
六
・
四

％
で
す
。

燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
は
埋
立
処
分

を
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
燃
や
し

て
灰
に
す
べ
き
ゴ
ミ
や
、
再
資
源

化
で
き
る
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る

と
、
埋
立
地
の
寿
命
を
縮
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
し
て
、
松
戸
市
は
、
埋
立
地

を
県
内
・
県
外
の
他
市
に
依
存
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

埋
立
地
を
な
る
べ
く
長
く
使
う

た
め
に
も
、
ゴ
ミ
は
、
き
ち
ん
と

分
別
し
て
出
し
て
下
さ
い
。

資
源
の
有
効
活
用
に
分
別
は
不
可
欠

ゴミの組成分析(市職員が手作業でゴミの中身を調べます)

調
査
で
は
、
燃
や
せ
な
い

ゴ
ミ

の
中
に
、
資
源
ゴ
ミ
が
二
六

・
四

％

も
混
じ

っ
て
い
ま
し
た

。

こ
れ
を
市
全
体
の
平
均
と
し

た

場
合
、
六

十
二

年
度
中
に
出
た
燃

や
せ
な
い

ゴ
ミ

が
約
一
万

三
千
六

百
十
九
㌧
（
家
庭
ゴ
ミ
の
み
）
で

し
た
か
ら
、
三
千
六
百
㌧
近
く
の

資
源
が
む
だ
に
な

っ
た
こ

と
に

な

り
ま
す
。

日

本
は
資
源
の
乏
し
い
国
で

す
。

ま
た
、
全
世
界
的
に
み
て

も
、
資

源
が
無
限
に
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

に
利
用
す
る
た
め
に

、
資
源
ゴ
ミ

は
分
け
て
出
し
、
再
利
用
す
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は

分
別
チ
ラ
シ
を

よ
く
見
て
／

松
戸
市
は
、
現
在
、
市
民
の

皆

さ
ん
の
協
力
で
、
ゴ
ミ
の
「
五
分

別

収
集
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ゴ
ミ
の
適
正
処
理
と

減
量
、
再
資
源
化
を
図
る
た
め
で

す
。市
の
ゴ
ミ
処
理
計
画
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ゴ
ミ
を
出
す
と
き
は
、

「
家
庭
ゴ
ミ
の
分
け

方
・
出
し
方
」

の
分

別
チ

ラ
シ
を
よ
く
見
て

出
す

よ

う
、
皆
さ
ん
の

ご
協

力
を
お
願

い
し

ま
す
。

▽
詳
細
・
：
清
掃
第
一
課
業
務
係

お
忘
れ
な
く
／
・
児
童
手
当
現
況
届

提
出
期
限
は
６
月
3
0日

人
権
を
大
切
に

お
気
軽
に
相
談
下
さ
い

日
本
国
憲
法
に
う
た
わ
れ
て
い

る
と
お
り
、
基
本
的
人
権
は
、
人

間
が
平
和
に
生
き
る
上
で
、
最
も

大
切
な
権
利
で
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

お
互
い
に
人
権
を
守
っ
て
明
る

い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

人

権

相

談

特
設
相
談
日
時

・
会
場
・：
市
役

所
本
庁
＝
第
一
～
第
四
金
曜
日
、

常
盤
平
支
所
Ｌ

第

一
水
曜
日

、

小
金
原
支
所
＝

第
一
木

曜
日

、

小
金
支
所
卜
第
一
土

曜
日
、
い

ず
れ
も
午
前
十
時
～
午
後
三
時

（
た
だ
し

、
小
金
支
所
は
午
後

零
時
三
十
分
ま
で
）

法
務
局
松
戸
支
局
の
相
談
…
休

日

を
除
く
毎
日

、
千
葉
地
方
法

務
局
松
戸
支
局
（
四
6
.
3匚
＆

２

７

８

番
）
で

行
っ
て
い

ま
す
。

人
権
を
守
る

人
権
擁
護
委
員

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
見
張
り
役
が
人
権
擁
護
委

員
で
す
。

本
市
に
も
別
表
の
と
お
り
八
人

い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
下
さ
い

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。

▽
詳
細
・・・
援
護
課
庶
務
係

松戸市人権擁護委員

氏名（住所） 電話番号

島 村 芳 子 氏

(仲井町2-128)
６２－５２８６

川 村 幸 信 氏

(岩 瀬25)
64-6363

有 坂 星 子 氏

(金ｹ 作306)
8  7 ― 5 0 5 5

青 野 哲 玄 氏

(馬橋2547)
4  1 ―3009

和 田 康 男 氏

(松戸新田18-4)
62  ― 7853

吉 井 正 男 氏

(五香六実205-38)
86-9539

樋 口 家 弘 氏

(松戸２２０１)
64-832  1

永 井 修 洋 氏

(松戸1 900)
62  ― 2904

児
童
手
当
を
受
給
中
の
人
は

、

毎
年
六
月
中
に
「
児

童
手
当
現

況

届
」
　（
更
新
手
続
き
）
を

提

出
し
て

い
た
だ
い
て

ま
す

。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場

合

は

、
六
月
期
分
以

降
の

振
り
込

み

は
で

き
ま
せ
ん
の
で

ご
注

意

下

さ
い
（
三
月
資

格
喪
失
者
は

除

く
）
。

継
続
受
給
者
に
は

、
六
月

一

日

ま
で

に
現
況
届
を

送
付
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
六
月
三
十
日

采

）
ま
で
に
忘
れ
ず
に
提
出
し

て

下
さ
い
。

マ
受
付
窓
口
…
援
護
課
・
市
民

課
・
各
支
所

児

童

手

当

６

月

期

分

（
２
月
～
５
月
）
を
支
給

受
け
取
り
は
６
月
１０
日
か
ら

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
以

降
生
ま
れ
の
児
童
を
含
む
二
人

以
上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
が
受
給
で
き
ま
す
（
所
得
制

限
有
り
）
。

六
十
二
年
度
所
得
制
限
超
過

で
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
人
は
、

所
得
制
限
額
が
変
わ
り
ま
し
た

の
で
、
新
た
に
請
求
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

マ
詳
細
・・・
援
護
課
援
護
係

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

６月

東
葛
地
区
高
校
美
術
展
：
＋

日
ま
で

第
二
十
三
回
松
戸
市
美
術
展
・：
十
四
日
上

一
生
（
日

開
館
時
間
は
、
月
曜
、
祝
日
を
除
く
毎
日
午
前
十
時
～
午
後
六
時

（
初
日
・
最
終
日
に
は
変
更
も
あ
り
ま
す
）

（
文
化
ホ
ー
ル
容
6
7匚
ｙ

８
１
０
番
）

映
画
と
人
形
劇
お
は
な

し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入

場
無
料
・
一
千

九
歳
く
ら
い
が

対
象
）

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
Ｌ
・
１
6
3－

９
９

９
９
番

十
七
日

十
六
日

六
月
十
五
日

期

日

小
金
北
市
民
セ
ン

タ
ー

稔
台
市

民
セ
ン

タ
ー

図

書

館

本

館

会
場

午
後
三
時
～
四

時

午
後
三
時
三
時
三
十
分

時

間

定
員
に

な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を

お
断
り
し

ま
す

。

詳
細
…
市
立
図
書
館

酋
6
5－
5
1
1
5

番

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

防
除
器
具
の
貸
与
・
薬
剤
を
交
付

樹
木
の
緑
を
食
い
荒
ら
す
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
見
つ
け

た
ら
早
め
に
駆
除
し
て
下
さ
い
。

自
分
で
薬
剤
か
散
布
す
る
人
に

は
、
器
具
か
賃
与
し
、
薬
剤
を
無

償
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を

持
っ
て
、
農
政
課
へ
お
い
で
下
さ

い
。な

お
、
五
㍍
以
上
の
樹
木
で
、

家
庭
で
駆

除
で

き
な
い

場
合
は
、

六
月
二
十
五
日

全

）
か
ら

町
会
・

自
治
会
か
ら
の

申
し
込
み

を
受
け

て

、
七
月
一
日
上

二
十
日
の

間
に
、

市
が
薬
剤
散
布
し
ま
す

。

▽
詳
細

…
農
政

課
指
導
係

市 営 住 宅

空家入居者(待機者)募集

申込み‥;６月20日(月)～25日

(土)に直接住宅課へ〔申込み

用紙は6月13日(月)～25日(土)

の間に住宅課または各支所で

配布〕

配布、受け付けとも、平日午

前８時30分～午後５時、土曜

日は正午まで

住宅の種類、入居資格などは。

｢広報まつど｣ ５月20日号を

ご覧下さい。

詳細…住宅課公営住宅係

洗
剤
は
石
け
ん
な
ど

無
リ
ン
の
も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う



寄
附
あ
り
が
と
う

多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
寄

附

を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご

ざ
い
ま
し

た
。

ご
寄
附

は
、

ご
趣
旨
に
添

っ
て

使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

マ
福
祉
関
係
へ
＝
ア
コ
ム
（
株
）
、

高
村
紀
男

・
石

塚
昭
夫
・
（
株
）
平

輪
、
谷
口
弘
子

、
新
風
会
、
西
村

明
泰

、
日
本
交
通
公

社
松
戸

支
店
、

松
戸
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
、

松
戸
た

ば
こ
商
業
協
同

組
合
婦
入

部

、
日
本
生
命
労
働
組
合
柏
支
部
、

正
木
ま

さ
、
池
田
自
動

車
（
株
）
、

菰
田
信
美
、
鈴
木
ミ
ナ
、
金
ヶ
作

婦
人
会
、
星
幸
会
、
鈴
木

吉
次

、

江
戸
川
学
園
豊
四
季
専
門

学
校

、

日
本
競
輪
選
手
会
南

関
東

地
区
本

部
、
松
戸
名
人
会
、
（
株
）
ま
る
か

わ
、
松
戸
中
央
ラ
イ

オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ
、
浄
安
寺
婦
人

部
た
ち
ば
な
会
、

松
戸
市
立
寒
風
台
小

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

、

松
戸
小
売
酒
販
組
合
青
年
部

、
秋

田

県
人
会
創
立
十
周

年
記
念

実
行

委
員
会
、
松
戸
み
ど
り
幼
稚
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
江
本
裕
、
（
株
）
と
き
わ
相

互

銀
行
・
と
き
め
相
互
銀
行

従
業

員
組
合
、
齊
藤
親
夫

、
京

葉
瓦
斯

（
株
）
、
社
交

ダ
ン
ス
愛
好
会
み

ど

り
会
、
中
根
き
い

、
松
戸
建

築
組

合
、
土
屋
克
郎
、
山
田
辰
治
、
昭

和
会
、
松
戸
市
青
果
物
商
業

協
同

組
合
、
北
小
ク
ラ

ブ
ゴ
ル
フ

部
、

金
山

京
虎
、
仲
好
会

・
好
日
会

、

平

林
看
護
婦
家
政
婦
紹
介

所
、
日

本
盆
栽
協
会
松
戸
支

部
松
戸

さ
つ

き

会
、
木
島
ト
ヨ

、
松
戸
市
医

師

会
と
き
め

平
ゴ
ル
フ
同
好
会

、
松

戸
市
職
員
蘭
友
会
、
け
や
き
庵
、

六
高
台
マ
ン
シ
ョ
ン
を
考
え

る
会
、

仁
王

会
、
松
戸
青
年
会
議
所
、
松

戸
市
傷
痍
軍
人
会
、
（
有
）
岡
田
産

業
、
ゆ
う
か
り
手
工
芸
文
化
の
会
、

中
央
若
杉
会
と
き
め
平
支
部

、（
株
）

浅
野
工

務
店
、
北
松
戸

寿
会
連
合
、

藤
防
水
工

業
（
株
）
、
全
電
通
松
戸

分
会
青
年
婦
人

会
議
、
イ
ト

ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
労
働
組
合
、
編
物
文
化

協
会
、
建
設
振
興
協
議
会
、
松
戸

競
輪
労
働
組
合
、
山
喜
会
、
（
社
千

葉

県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会

松
戸

支
部
、
我

孫
子
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル

和
、
（
株
）
海
老

澤
工

務
店
・
海
老

澤
工

務
店
海
進
会
、
松
戸
地
区

同

盟

、
高
森
と

く
、
高
橋
亨
、
パ
チ

ン
コ
富
士
小
金
つ
ど
る
会
、
（
株
）

大
竹

興
業
、
北
九
州
建
設
（
株
）
、

矢
切
老
人
福

祉
セ

ン
タ
ー
利
用
者

一
同
、
秋
葉

澄
夫
税
理

士
事
務
所

三
間
信
春
、
松
戸
茶
道
会
、
東
葛

石
油
（
株
）
、
み
の
り

タ
ク
シ
ー
親

睦
会
、
松
戸

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ

夫
人
の

会
、
楢
原
建
設
（
株
）
・
楢

原
建
設
功
友

会
、
明
石
歯
科
医
院
、

レ
ス
ト
ラ

ン
バ
ン

ー
マ
リ
ー
、
富
澤

凡

一
、
全
国

拳
闘
倶
楽
部
全

国
ス

カ
イ
キ
ン

グ
連
合
、
聖
ミ

カ
エ
ル

会
、
（
株
）
山

野
辺
建
設

・
山
野
辺

建
設
協
力
会

一
同
、
三
山
頁
吉

、

Ｊ
Ｒ

松
戸
駅

長
、

ボ
ー
イ
ス

カ
ウ

ト
松
戸
第
十
団
、
ナ
コ
ス
馬
橋
店
、

星
野
公
夫
、
荒
川
清
、
楠
八
千
代
、

千
葉
銀
行
松

戸
支
店
小
さ
な
親
切

運
動
、
（
社
）
日

本
警
察
犬
協
会
北

千
葉
支
部
、

山
本
美
智
子
、
田
島

近
江
、
第
一
松
矢
会
第
二
松
矢
会

馬
橋
地
区

子

ど

も

会
育
成
会
連

絡
協
議
会
、
日

本
電
信
電
話
（
株
）

松

戸
電
報
電

話
局

、
岡
本
文
子

、

松

戸
太
拳
同
好
会

、
（
株
）
千
葉
三

越
百

貨
店
、
山
内
俊

一
、
千

葉
県

中

小
企

業
家
同
友

会
松
戸
支
部
、

セ

イ
コ

ー
電

子
工

業

労

働

組
合

高
塚

分

会

、

と
き

め

松
戸

テ

ニ

ス

ク
ラ

ブ

、
松

戸

公

産
（
株
）
、

増
田
悟

子

、
千
葉

県
中
小

企
業
家

同
好
会

松
戸
支
部
福
祉
委
員
会
、

利
根
コ

カ
コ

ー

ラ

ボ

ト
リ
ン

グ

（
株
）
松
戸
営
業
所
、
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
珈
堡

里
、
本

郷
武
志
、
日

本
生
命
松
戸

東
支
部

一
同
、
（
株
）
マ
ツ
モ
ト
キ

ヨ
シ
松

寿
会
、
松
戸
市
立
松
飛
台

小
学
校
六

年
四

組
　

マ
教
育
関
係

へ

大

塚
広
往
、
小
島
春
吉
、
田
辺

知
治

、
大
沢
す
ず
、
中
野
正
、
沢

田

功
、
稲

葉
昭
実
、
小

島
政
則
、

築
田
正
佳
　
▽
そ
の
他
上
東
京
電

力
（
株
）
千
葉

支
店
松
戸

営
某
所
、

荒
木
筆
義

、
村
越
克

夫
、
商
工

組

合
中
央
金
庫

松
戸
支

店
、
谷

）
イ

マ
イ
写
真
機

店
、（
株
）
峰
月
、
手
賀

沼

せ

っ

け

ん

共

有

者

の

会
松

戸

運

営
委
員
会
、
（
財
日
本
宝
く
じ
協

会

、
中

尾

和

、

松

戸

ユ

ー

カ
リ

ラ

イ

オ

ン
ス

ク

ラ

ブ

、

三

交

不

動

産

（
株

）
東

京

営

業

所

、（
財

）
松

戸

市

都

市

整

備

公

社

、

芦
田

重

治

、

松

戸

建

築

事

務

所
協

会

、
（
株

）
富

士

銀

行

松

戸

支

店

・

安
田

火

災

海
上

保

険
（
株

）
松

戸

支

店

・

安

田

生

命

保

険

相

互

会

社

松

戸

支

店

・

安

田

信

託

銀

行
（
株

）
柏

支

店

、

松

戸

市

安

全
都
市
協
議
会
松
戸
交
通
安
全
母

の

会

、
（

財

）
リ

バ

ー
フ

ロ

ン

ト

整

備

セ

ン

タ

ー

、

黄

色

い

帽

子
の

会

（
順

不

同

、

敬

称

略

）

▽
詳

細
・

総

務

部

庶

務

課

庶

務

係

予
算
の
執
行
状
況

市
税
の
住
民
負
担
状
況

一
人
当
た
り
ー
一
万
二
千
五

百
三
十
三
円

六
十
二
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
当
初
六
百
八
十
一
億
円
で
し

た
が
、
そ
の
後
二
回
の
補
正
を
行

い
、
八
十
四
億
二
千
五
百
二
十
五

万
五
千
円
を
追
加
し
て
、
一
般
会

計
予
算
の
執
行
状
況
（
表
１
）
の

と
お
り
、
最
終
予
算
額
は
七
百
六

十
五
億
二
千
五
百
二
十
五
万
五
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
予
算
額
に
対
し
て
、
六
十

三
年
三
月
末
ま
で
に
、
実
際
に
収

入
済
み
と

な
っ
た
金
額
は
、
六
百

六
十
二

億
一
千
二
万

五
千
円
で

、

収
入
率
は

、
八
六

・
五
％
と
な
り

ま
す

。

一
方

、
支
出

済
み

と
な
っ
た
金

額
は
、
六
百
七
十
二

億
六
千
二
百

七
十
七
万
六
千
円
で

執
行
率
は
、

八
七
・
九
％
に

な
っ
て
い

ま
す
。

一
時
的

な
支
払

資
金
の
不
足
に

つ
い
て
は

、
財
政

調
整
基
金
な
ど

で

繰

り
替

え

て
い

ま
す

が

、
五

月
末
ま
で
に
は
、
不
足
す
る
金
額

に
見
合
う
収
入
が
あ
り
ま
す
の
で
、

不
足
額
は
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か

六
特
別
会
計
の
予
算
執
行
状
況
に

つ
い
て
は
、
特
別
会
計
予
算
の
執

行
状
況
（
表
２
）
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
お
よ
び
、
各
特
別
会

計
と
も
第
三
次
総
合
五
か
年
計
画

に
盛
り
込
ま
れ
だ
諸
施
策
の
達
成

を
め
ざ
し
、
努
力
す
る
と
と
も
に

事
務
事
業
の
徹
底
し
た
見

直
し
に

よ
っ
て

経
費
の
節
減
を

ば
か

り
、

限
り
あ
る
財
源
を
効
率
的
に
配
分

し
「
心
の

か
よ
う
活
力
あ

る
生
活

都
市
づ
く
り
」
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

病
院
事
業
会
計
ほ
か
二
事
業
会

計
に
つ
い
て

は
、
企
業
会
計

予
算

の
執

行
状
況
（
表
３

）
の
と
お
り

で
、
各
企

業
と
も
健
全
な
公
営
企

業
の
経
営
に

努
め
て

い
ま
す
。

な
お
、
収
入

額
が
支
出
額
に
不

足
す
る
額
は
、
内
部
留
保
資

金
な

ど
で

補
て

ん
し
ま
す
。

特別会計予算の執行状況 表２

会 計 名 予算現額 収入済額
収入率

(％)
支出済額

執行率

(％)

国 民 健 康 保 険

特 別 会 計
13,142,269 11,513,518 87.6 11,305,505 86.0

松 戸 競 輪

特 別 会 計
10,324,585 9,414,324 91.2 8,920,404 86.4

下 水 道 事 業

特 別 会 計
8,345,151 4,994,205 59.8 5,098,948 61.1

公設地方卸売 市場事業

特 別 会 計
389,907 391,104 100.3 362,473 93.0

松戸市営白井聖地公園事業

特 別 会 計
482,305 261,455 54.2 420,559 87.2

老 人 保 健 事 業

特 別 会 計
8,037,885 7,142,324 88､9 6,948,226 86.4

駐車場事業

特 別 会 計
2ｱ0,m 318,331 117.8 241,134 89,2

合　　　　 計 40,992,421 34,035,261 83.0 33,297,249 81.2

一般会計予算の執行状況 表1(４ｲ立^R)
市
有
財
産
の
現
在
高

土
地
開
発
基
金
な
ど

市
の
財
産
に
は
、
土
地
や
建
物

の
ほ
か
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

資
金
を
積
み
立
て
た
り
、
定
額
の

資
金
を
運
用
す
る
た
め
に
設
け
た

基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
三
月
末
の
主
な

財
産
の
現
在
高
は
、
（
表
５
）
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
六
十
二
年
度
は
白
井
聖

地
公

園
基
金
と
文
化
施
設
建
設

基

金
が
、
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

市有財産の現在高

基 金　　　　　　　　　　　　　　（単位 千円）

1） 土地開発基金　　　　　　　　　　　3,500,000

2 ）財政調整基金　　　　　　　　　　　3,285,500

3）国民年金印紙購入基金　　　　　　　　8,500

4 ）高額療養費貸付基金　　　　　　　　　15,000

5）学童災害共済基金　　　　　　　　　　　　11

6）松本清奨学基金　　　　　　　　　　　50,000

7 ）福祉基金　　　　　　　　　　　　　　116,596

8 ）美術品等取得基金　　　　　　　　　　410,000

9）国民健康保険事業財政調整基金　　　900,000

10）白井聖地公園基金　　　　　　　　　　　1,911

11）文化施設建設基金　　　　　　　　3,800,000

2.有価証券及び出資による権利（単位干円) 711,134

3. 土地 および建物

剛　 土地　　　　　　　　　　　　2,651,689.03  m･

（う ち土地開発基金2,916.43ITT つ

（2） 建物　　　　　　　　　　　　　ﾌ60,999.73 『ΓΥ

4.車 両（総台数364 台）

乗用車　20台・貢 物 車105 台・消防車　70台

救急車　9 台・軽自動車　85台・その他　題台

競輪事業収益金の使途状況

民 生 費

土 木 費 一

教 育 費 一

合計

昭和63 年３月31 日 現在( 住民基本台帳による)

人 口

世 帯 数

面 積

地
方
債
の
現
在
高

各
種
事
業
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご
要
望
に

応
じ
る
た
め
、
教
育
・
土
木
・
社

会
福
祉
・
術
生
・
消
防
な
ど
行
政

全
般
に
わ
た
り
、
各
種
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
通
常
の
場

合
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
ご
負
担

い
た
だ
く
地
方
税
、
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
な
ど
、
そ
の
年
度
内
の

収
入
で
賄
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
事
業
の
効
果
が
後
世

に
も
及
ぶ
た
め
、
将
来
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
、
そ
の
負
担
を
し
て

い
た
だ
い
た
ほ
う
が
、
税
の
負
担

の
公
平
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
は
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
、
長
期

で
返
済
す
る
資
金
を
借
り
て
、
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
借
り
入
れ
金
の
残
高
は
、

地
方
債
の
現
在
高
（
表
６
）
の
と

お
り
、
一
般
会
計
が
、
五
百
三
十

三
億
二
千
七
百
三
十
一
万
五
千
円

で
、
そ
の
他
特
別
会
計
、
企
業
会

計
を
併
せ
て
、
七
百
九
十
二
億
三

千
四
百
八
十
二
万
七
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

。

今
後
も
、
事
業
の
適
債
性
と
同

時
に
将
来
の
財
政
負
担
を
十
分
に

考
慮
し
な
が
ら
、
地
方
債
を
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

地方債の現在高　 表６

市税の住民負担状況　 表４

一世帯当たり 一人当たり

市 民 税 200,858円 69,093円

固 定 資 産税 81,875円 28,164円

都市 計 画税 15,903円 5,471円

そ の 他 28,505円 9,805円

合 計 32ﾌ,141円 112,533円

昭
和
六
十
三
年
三
月
末
で

、
皆

さ
ん
に
、

ご
負
担
い

た
だ
き

ま
し

た
市
税
を
、
市
愚

人
当
た
り

、

ま
た
一
世
帯
当
た
り
に
換
算
し

た

の

が
、
市
税
の

住
民
負
担
状
況
（
表

４

）
で
す
。

一
人
当
た
り
十

一
万

二
千
五
百

三
十
三
円
、
一
世
帯
当

た
り
三
十

二
万
七
千
百
四
十
一
円
に

な
り
ま

し

た
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
の

ご
要
望
に
応
え

る
た
め

、
創
意
と

工

夫
と

努
力
を
重
ね
、
住
み
よ
い

松
戸

市
に

す
る
た
め
全
職

員
一
丸

と
な

っ
て

推
進
し
て

ま
い
り
ま

す
。

企業会計予算の
執行状況

表３

収入額が支出捐に不足する額は、内部留保資金で補てんします。

昭和62年度

財政事情の公表
未来に向かって・右やくじつに施策を遂行

62年度下半期（62年10月１日～63年３月31日）の

財政事情について公表します。

接客講習会

日時…６月９日(木)午後２時

～５時

会場…松戸商工会館1階ホール

内容…①心のこもった接客サ

ービス②ビジネス電話のマナ

ー

費用…無料

講師…①元全日空スチュワー

デス・北垣多美子氏②NTT

ホンパワースペシヤリスト・

越智順子氏

申込み…松戸商工会議所指導

二課容64-3111 番内線32番

千葉県警察官採用試験
経営・融資相談

日時…６月15 日(水) 午前10 時

～ 午後４時

会場…市役所市民相談コーナ

ー( 本 館１階)

相談内容…経営および融資全般

相談者…中小企業経営コンサ

ルタント

費用…無料

詳細…商工課振興係

月16日(木)

詳細…松戸警察署S67-1111

番、松戸東讐察署c42-3111

番

チャリティーショー

ー寄席芸能名人大会－

日時…６月10日(金)午前11時

～午後４時

会場…市民会館大ホール

出演者…田辺一鶴・寿々木寿

々若・むかし家今松ほか多数

入場料…1200円(前売1000円)

申込み…電話で柳井登65-04

22番へ( 当日会場でも売りま

す)

障害者に理解を

心のふれあいを大切に

中小企業者季節(中元)

資金制度

市制度 県 制 度

融 資

限 度 額
100万円 600万円

融資期間 ６ヵ月 ５力月

融資利率

年5.0 ％

(年3.26

％の利 子

補給あり)

ア、保 証協
会保証 付

年4.0 ％

イ、保証協
会保 証なし
年4.5 ％

受付期間 7月30日まで

償還方法 割賦償還または一把償還

詳細…商工課融資係または、

商工会議所c64-3111 番

63 年 度 各 種 検 定 試 験

＼回よＪ 試験日 申 込 受 付 日 受験会揚 受験料

販

売

士

22回

３ 級
7/13(水

６月13日(月卜 ６月18日出

午前９時～午後４時30分

(土曜日、午前９時～正午)

松戸商工会館 2,500円

ワ

ーフ

ロ

7回

３級

ｱ/9(土)

弌}旧)

６月６日側～６月14日(火)
午前９時～午後４時30分

(土曜日は､午前９時～正午

土曜日の団体受付はいたし
ません。

松戸商工会館

および東京０

Ａスクール

5,000円

詳細…松戸商工会議所Q64-3111 番

第３土曜日は「少年の日」

第３日曜日は「家庭の日」です

ワープロセミナー

午前９時～

正午

午後

１ 時30分～
４時30分

6/20(月)

21(火)
Ａコ ース Ｂコー ス

22(水)

23(木)
Ｃコ ース Ｄコース

24愬

25山
Ｅコ ース卜

会場･･･松戸商工会議所４階

費用…会議所会貝3,000 円,非

会員15,000 円

定員…各コース６人（先着順）

申込み‥･費 用を持って直接商

工会議所(S64-3111 番 ）へ

交通法規講習会

日時… ６月12 日（日）午後１時

～３時

会場…総合福祉会館内身体障

害者センター

対象… 市内在住の運転免許取

得者

車椅子 の人も安心して受 講で

きますのでご参加下さい。

詳細‥･松 戸市身障運転者協会

松井容42 一〇739番

愛の手で築く非行のない社会

楽々バランスメニュー教室

会場…健康増進センター

対象…市内在住または在勤で、

健康増進センターの指導コー

スを１年以内に受けた人( 受

けていない人や１年以上経過

した人は、受けて下さい)

で きれば7 回出席可能な人(１

回でも可)

定 員…先着40 人

費用…材料費毎回400 円

申 込み･‥来所 または電話で健

康増進センター容65-5588( 直

通)､68-1241 内線53 ～55 番 へ

期日 時

間

内 容

６／９

困

高

匐や
な
ゐ

コレ ステロ ールが気

になる人 の食事

7/14

・ 困

食物繊 維、足り てい

ま すか ？

９ ／８

休）
糖尿病予防 の食事

10/13

休）
運動と食 事

11/10

困

適潮をめざして、塩

加減のチェッ ク

12/8

困

ヘルシーに お正月を

すご そう

臂 。

沛）

60歳から のシンプ ル

料理

病

院

事

業

会

計

水

道

事

業

会

計

土

地

区

画

整

理

事

業

会

計

試験日…1 次試験6 月26 日( 日)

試験会場…県運転免許セン タ

ーほか６会場

対象…(A)  = 35年10 月２ 日～

41年 ４月１日生まれの大学卒

業の男子と36年 ４月２日～42

年 ４月１日生 まれの来春大学

卒業見込みの男子( B ) = 35年

４ 月２日～45 年 ４月１日に生

まれた男子で(Ａ) の対 象以外

の人

ほかに身体基準があります。

受付期間…５月23 日( 月)～ ６



市民

会館

ホー

ル市

民劇

場

今

月

の

お

も

な

催

し

物

（
昨
年
の
文
化
祭
か
ら
）

鮮
や
か
な
踊
り
を
披
露
し
ま
す

市民会館ホール 市民劇場

期日 内 容 開演時間 期日 内 容 開演時間

6/ 5(日)
子すずめ保育函ﾁｬﾘﾃｨ
盲楽会 ﾃﾞﾕ冫ーｴｲｾ ☆
ｽﾌｱﾐﾘｰｺﾝｻｰﾄ

16 二30 6/ 5(日) ピアノ発表会
１３ ： ４５

９困 ボランティア養成教室
開講式

13 : 00
10宙 寄席芸能研究名人会☆ 11 : 00

10刪
松戸子ども劇場
地域公演低学部公演

１８ ： ００

11(土)親子まんが映画会かぐやひめ･南極犬夕口☆
-J ほか

14 : 00

11(土) 老人・心身障害者等慰
安事業　松戸名人会

13 : 30

12(日) 義千代会
第10回おさらい会

11 : 30

12(Eﾖ)舞踊おさらい会 10 : 00

16(木)
保健
セミナー

(小学生をもつ母親
を対象)

9:30
18(土) 語り朗読劇　　　　☆ 18 : 30

18(土)
劇団手織座観劇会
「利休の妻」　　　☆

13 : 30

18 : 00
19(Eﾖ) コーラス発表会 14 : 00

犒日） 東葛民踊連合会発表
会

10 二20 22圉 講演会
１３ ： ００

23休） 講演会 13 : 30
23(木)
日本芸能振興会
松戸支部合同発表会

11 : 00

24圀 家庭教育講演会 未 定

26旧）
松戸市音楽協会

ちいさなちいさな　☆
音楽会

14 : 00

25(土) ラブリーコンサート 16 : 30

7/2 出 バレエ発表会 15 : 30
26(日) ピアノ・エレクトーン
発表会

10 : 30

３旧）
松戸市合唱連盟
合唱交歓会

13 : 00 28(火) 吹奏楽部定期演奏会 18 : 00

市民会館・市民劇場とも、休館日は月曜日です。なお、☆

印のついている催し物は有料です。

詳細…市民会館登68-1237 ～8 番、市民劇場S68-0070 番

地

震

だ

あ

な

た

の

役

は

べん

りな

豆知

識

前
回
は
地
震
が
な
ぜ
発
生
す
る
の
か
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
説
明
し
ま
し
た
。
匸
今
回
は
発
生
し
た
時
防
災
活
動
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

特
に
町
（
自
治
）
会
で
の
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
活
動
の
大

切
さ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う

地
震
対
策
・
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

自
分
た
ち
の
町
は
、

自
分
た
ち
の
手
で

世
界
で
も
、
特
に
地
震
の

多
い

日

本
は
、
数
年
に

一
度
日
本
列

島

の

ど
こ
か
で
大
き
な
地
震
に
見

舞

わ
れ
て
い
ま
す
。

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

市

や
防
災
関
係
機
関
で
は
、

全
力
を

あ
げ
て
阪

火
活
動

を
行
い
ま
す

が
、

平

常
時
と
違
っ
て

、
電
話
の
不
通
、

道
路
や
橋
り
ょ
う
の

損
壊
、
同
時

多
発
火
災
の
発
生
、
水

道
管
や

貯

水
施
設
の
破
損
な
ど
に
よ
り
防
災

活
動
が
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
遅
れ

る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

出

火

防

止

は

初

期

消

火

か

ら

こ
の
よ
う
な
と
き
、

被
害
を
軽

減
す
る
た
め
に
は

、
各
家

庭
に

お

い
て
、
出
火
防
止

、
初

期
消
火
な

ど
の
防
災
対
策
を
行
っ
て
も
ら
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す

。

し

か
し
、
市
民

一
人
ひ

と
り
の

活
動
に

は
限
界
が
あ
り

、
か
え

っ

て
危
険
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

町
（
自
治
）
会
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
に

な
っ
て

く
る
の
で
す
。

出
火
防
止

、
被
害

者
の
救
出

救

護
、
初

期
消
火

、
避
難
な

ど
の

防

災
活
動

を
組
織
的
に
行

っ
て

も
ら

ラ
た
め
に
、
自
主
防
災
組
織
づ
く

り
が
必
要
に

な
っ
て
き

ま
す

。

町

会

単

位

の

自

主

防

災

組

織

自
主
防
災
組
織
は
、
町
（
自
治
）

会
を
単
位
し
て
組
織
し
、
日
ご
ろ

か
ら
大
地
震
に
備
え
て
防
災
訓
練

を
積
み
重
ね
て

お
く
こ
と
が
大
切

で

す
。

大
地
震
の
発
生
ま
た
は
、
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
迅
速
か
つ

的
確
に
阪

火
活
動
を
行
い
、
被
害

の

軽
減
が
は
か
ら

れ
る
ぶ
っ
「
自

分

た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

る
」

と
い
う
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
平
常
時
の
活
動

と
災
害
時
の
行
動
に
わ
け
て
、
防

災
計
画
を
つ
く
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
混
乱
な
く
防

災
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か

ら

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

非常災害時に備えた日ごろの訓練が大切です

春の香りをプレゼント

みごとに咲いた藤の花

春も盛りの４月下旬になると、

新作の市村さんの庭先は、藤の花

で薄紫色にかすみます。

この見事な藤は、道行く人や近

所の人の間で、ほんのりとした春

の話題となっていました。

市村さん宅では、藤棚は作らず

に、使い古しの電線を利用してつ

るを巻きつかせています。

来年もまた、きれいな花を咲か

せるために、大切に手入れをして

います。

庭先いつぱいにみごとな花をつけています

こ
の
藤
は
、
十
三
年
ほ
ど
前
に
苗
木

で
植
え
た
も
の
で
す
。

近
所
の
人
や
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら

お
年
寄
り
の
人
も
見
に
来
て
く
だ
さ
る

ん
で
す
。

ほ
う
っ
て
お
く
と
、
辺
り
構
わ
ず
つ

る
が
伸
び
た
り
、
花
び
ら
の
清
掃
な
ど

手
入
れ
は
た
い
へ

ん
で
す
が
、
み
な
さ

ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
、
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

新 作

市 村 一 枝に

ま
つ
ど
の
歴
史

日
朗

と
日
像

平

賀

で

生

ま

れ

た

日

像

日
蓮
上
人
の
弟
子
日
朗
（
一
二
四

三

年
～

一
三
二
〇
年
）
の
父
は

、
千

葉
氏

一
族
の
平
賀
有
国

（
あ
る
い
は

印
東

有
国
）
と
い
い
、
母
は
日

蓮
の

六
老

僧
の
一
人
日
昭
の
姉
で

あ
っ
た

と
い
わ

れ
て

い
ま
す

。

有
国
は

若
く
し
て

死
ん
だ
の
で

、

そ
の
妻
は
有
国
の
弟
の
平
賀
忠
晴
と

再
婚
し

、
現
在
の
本
土
寺
内
の

像
師

堂
南
側
台

地
付
近
に

あ

っ
た
平

賀
邸

に
ち
ぞ
う
　
に
ち
り
人

で
、
日

像
、
日

輪
の
兄
弟
を

産
ん

だ

と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

も

っ
と

も
平

賀
忠
晴
を
日
昭
の
弟

と
す
る

説
も
あ
っ
て

、
日
昭
の

姉
、

つ
ま
り
日

朗
の

母
と
日
像
の
母
妙
朗

尼
と
を
別
人

と
す
る
考
え
方
も
あ

る

よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て

も
、
日
朗
と
Ｒ
像

の
間
柄
は

、
密
接

な
関
係
に
あ

っ
た

こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

日
像
が
父
の
忠
晴
に
連
れ
ら
れ
て
、

日
朗
の
弟
子
に
な

っ
た
の
は
、
そ
う

し
た
こ
と
が
大
い
に

関
係
し
た
は
ず

で

す
。

日

像

の

帝

都

開

教

日
像
（
一
二
六
九
年
～
一
三
四
二

年
）
は
日
蓮
上
人

の

教
え
を

守
っ
て

、

永
仁
元
年
（
一
二

九
三
年
）
に
帝
都

開
教
、
大
法
奏
上

を
志
し
て
上
京
し
、

多
く
の

有
力
者
の

帰

依
を
得
て

教
勢

夕
拡

大
し

ま
す
。

建
武
の

中
興
の

後
、
後
醍
醐
天
皇

の
信
任

を
得
て

、

初
め
て
京
都
市
内
に
法
華
経
の
弘
通

が
許
さ
れ
、
法
燈
を
一
段
と
輝
や
か

せ
ま
し
た
。

日
像
の
知
名
度
が
、
関
東
よ
り
む

し
ろ
、
近
畿
関
西
地
方
で
高
い
の
は
、

こ
う
し
た
た
め
で
す
。

乳

出

の

霊

水

本
土
寺
に
は
、
日
像
自
作
の
「
親

Ｌ
そう
そう
　
そん
ぞう

子
相
想
の
尊
像
」
と
い
わ
れ
る
木
像

が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
関
西
教
化
に
寸
瑕
の
な

い
日
像
が
、
故
郷
平
賀
で
安
否
を
気

遣
う
老
母
・
妙
朗
尼
の
た
め
に
、
自

ら
の
姿
を
彫
刻
し
て
送
り
届
け
た
も

の
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
像
師
堂
の
脇
に
あ
る
日
像

の
誕
生
水
は
、
日
像
出
産
の
時
に
使

わ
れ
た
井
戸
水
で
、「
乳
出
の
霊
水
」

と
も
い
わ
れ
、
こ
の
水
を
頂
い
て
祈

る
と
お
産
が
軽
く
て
す
み
、
お
乳
も

出
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。参
考
資
料
・
松
下
邦
夫
著
「
松
戸

の
歴
史
案
内
」
）

本
土
寺
…
常
磐
線
北
小
金
駅
北

口
か
ら
徒
歩
1
0分
。
ア
ジ
サ

イ
寺
と
し
て
も
有
名
。
参
拝

料
三
百
円

本土寺の像師堂（日暈・日輪が生まれた平賀

家屋敷跡といわれます）



サ
ー
ク
ル

新緑に囲まれた川面での練習は格別です

5
9
6
0

カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ

ゴ
ー
キ
ュ
ー
ロ
ク
マ
ル

5
9
6
0

カ
ヌ
ー
ク
ラ

ブ
は
、

五
十
九
年

、
六
十
年
に
松
戸
市
カ

ヌ

ー
協
会

が
行
っ
た
講
習
会
へ
の

参
加
者
に
よ

り
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

ク
ラ

ブ
の

名
称
も
そ
こ

に
由
来

し
て

い
ま
す

。

会
員
は
、
現
在
二
十
六
人

。
女

性
会
員
も
七
人
い

ま
す
。
年
齢
は
、

小
学
生
か
ら
五
十
代

ま
で
と

幅
広

い

構
成
に
な

っ
て
い
ま
す

。

カ
ヌ
ー
は
、
腕
だ
け
で
漕
い
で

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
実
際

に
は

、
オ
ー
ル
の
操
作
と
同

時
に

足
で

蹴
っ
た
り
す
る
な
ど
下
半
身

今
上
半
身
と
同
じ
よ
う
に
使
い
ま

す

。
カ
ヌ
ー
が
体
の
一
部
に
な
ら

な
け
れ
ば
う
ま
く
漕
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

カ
ヌ
ー
に
慣
れ
る
と
、
季
節
に

よ
っ
て
変
化
す
る
周
囲
の
風
景
に

目
を
向
け
た
り
、
川
面
を
渡
る
風

の
爽
や
か
さ
を
楽
し
む
余
裕
も
で

き
ま
す
。

カ
ヌ
ー
は
、
自
然
の
中
で
楽
し

む
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
す
。

毎
週
日
曜
日
に
は
江
戸
川
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
が
、
初
心
者
か

ら
競
技
大
会
へ
の
出
場
を
目
指
す

上
級
者
ま
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
も
カ
ヌ
ー
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

小

金

原

岡

田

威

夫
さ
ん

四
十

代
で
始
め
ま
し
た
が
、

油

断
し
て
い
る
と
水
の
中
に
放

り
出
さ
れ
る
と
い
う
適
度

な
緊

張
感
が
い
い
で
す
ネ
。
ス
ト
レ

ス

の
解
消
に
は
も
っ
て
こ
い
で

す
。い

つ

も
江
戸
川
で
練
習
し
て

い

ま
す
が
、
水
の
上
に
い

る
と
、

季
節
の

移
り
か
わ
り
ガ
と
て
も

身
近
に

感
じ

ら
れ
ま
す
。

マ
連
絡
先
…
岡
田
四
4
2－

９
４

３
９

番

歯

を

大

切

に

歯の健康心得10ヵ条

一
、
歯
は
は
え
る
前
に
作
ら
れ

る
○
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
で
健
康
に

二
、
歯
の
は
え
た
て
に
気
を
つ

け
て

○
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
状
態

で
す
。
注
意
し
て
隅
々
ま
で

ブ
ラ
シ
が
と
ど
く
よ
う
に

三
、
予
防
処
置
を
し
っ
か
り
や

っ
て
歯
の
健
康

○
フ
ッ
素
塗
布
、
市
の
「
歯
み

が
き
教
室
」の
活
用
を

四
、
正
し
い
歯
み
が
き
が
、
歯

と
歯
ぐ
き
の
長
い
き
の
も
と

五
、
か
み
し
め
る
食
生
活
で
健

康
に

〇
噛
め
る
だ
け
で
は
味
け
な
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
？

六
、
歯
石
と
っ
て
き
れ
い
な
歯

ぐ
き
に
サ
バ
イ
バ
ル

○
半
年
に
一
回
健
診
を
か
ね
た

歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

七
、
忘
れ
ず
に
毎
日
歯
ぐ
き
の

マ
ッ
サ
ー
ジ

○
歯
そ
う
ノ
ー
ロ
ー
の
人
は
、

汚
れ
落
し
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

毎
日
十
分
が
長
も
ち
の
秘
訣

八
、
歯
ぬ
け
の
ま
ま
が
歯

か
な
い

人
生

○
残
っ
た
歯

も
動
き

、
傾

き
、

伸
び
出
す

事
を

、
ご
存
じ
で

す
か

九
、
な
ん
で

も
よ

く
噛
み
、
よ

く
食
べ
て
歯

も
長
生

き

○
噛
む
こ
と
が
歯
を
よ
り
き
れ

い
に
し
、
歯
ぐ
き
を
マ
ッ
サ

ー
ジ
し

ま
す
。
自
然
界
の
動

物
た

ち
が
歯
み

が
き
し
な
い

で
歯
の
健
康
を
保

っ
て
い

る

秘
訣
で
す

十

、
定
期

健
診
で

一
生

自
分
の

歯
で
食
べ

る
幸
せ
を

○
歯
に
は
自
然
に
な
お

る
力
が

あ
り
ま
せ

ん
。
放

っ
て

お
く

と
進
行
す
る
ば
か
り
で
す

。

早
め
に

治
療
す
る
事
が
歯
を

長
も
ち
さ
せ
る
大
事
な
事
で

す

（
松

戸
歯
科
医
師
会
） ３分くらいみがいたほうが

歯と歯ぐきが強くなります

ハ

イ

こ

ち

ら

内

線

6

0

0

番

まちの話題をお知らせ下さい。

上
本

郷
武
井
　
芳
子
さ
ん

松
戸
レ
デ
ィ
ス
の
コ
ー
チ
兼

選
手
で
が
ん
ば
つ
で
い
ま
す
。

家
事
と
の
両
立
は
、
た
い
へ

ん
で
す
が
、
家
族
の
理
解
と
協

力
で
好
き
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

今
年
も
全
国
大
会
め
ざ
し
て

が
ん
ば
り
ま
す
。

ママ
千葉県家庭婦人

バスケットボール大会

16チームが熱戦

第１回千葉県家庭婦人バスケットボール大会兼第４回

家庭婦人バスケット ボール近隣大会の前半戦が、５月15

日(日)県内や東京のチームなど16チームを集めて運動公

園体育館で開催されました。

日ごろ、育児や家事の忙しい合間をぬって、きびしい練

習をしているチームぽかりとあって、激しいプレーの連

続に会場は熱気でムンムン。

松戸からも、全国優勝２度を誇る松戸レディスをはじ

め４チームが出場し、熱戦をくりひろげました。

鮮やかなシュート が決まります

サ
ー
ク
ル
会

員
募
集

あ

じ

さ

い

合

唱

団

日
時
毎
週
金
曜
日
、
午
後
一
時

十
五
分
上

二
時
十
五
分

会
場
・
＝
小

金
北
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
・・
・
月
千
五
百
円

（
入

会
金
な

し
）

詳
細
＝
面

部
容
4
5
1
6
6
4
4

番

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

同

好

会

日
時
二
・
毎
週
火
曜
日
、
午
後
七

時

～
九

時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
＝
・
月
二
千
円
（
入

会
金
千
円
）

詳
細
・
・・
藤
崎
四
4
4－
8
3
4
4

番

（
金

曜
日
除
く

午
後
九

時
～
十
時
）

あ

す

な

ろ

う

ク

ラ

ブ

（

軟

式

テ

ニ

ス

・

女

性

）

日
時
・
・
毎
週
火
曜
日
、
午
前
十
時

～
正
午

会
場
…
栗

ヶ
沢
公

園
庭

球
場

費
用
　

月
千
円
（
入
会
金
三
千
円

）

詳
細
：
古

沢
｛
尨
1
1
1
0
6
4
4
番

女

声

合

唱

団

コ

ー

ル

ー
メ

イ

日
時
・・
・
毎
週

金
曜
日
、
午
前
十
時

三

十
分
～

午
後
零
時
三
十
分

会
場
・
青
少
年
会
館

費
用
…
月
二
千
五
百
円

（
入
会
金

な
し

）

詳
細
：
土

屋
登
6
5匚
Ｌ
４
１
０

番

初

心

者

専

門

ダ

ン

ス

教

室

日
時
…
毎
週
土
曜
日
、
午

後
七

時

～
八
時
三
十
分

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
上
階

小
ホ
ー
ル

費
用
…
月
二
千
円

’（
入
会

金
二
千

円
）

詳
細
・：
高
橋
四
4
3－
8
8
0
8

番

新

樹

俳

句

会

日
時
・
・
毎
月
第
三
土
曜
日
、
午
後

一
時

～

四

時

三

十

分

会

場

…

勤

労

会

館

費

用
・
＝
月

七

百

円
（
入

会

金

な
し

）

詳

細

…

森

沢

四
4
3
－
7
3
5
6

番

松

戸

第

九

を

う

た

う

会

日

時
・

第

一

、

三

金

曜

日

会

場

婦

人

会

館

定

員
二

百

人

費

用
・
＝
月

千

円

（
入

会

金

な

し

）

詳

細
・
＝
浅

山
｛
。
6
2－
4
5
6
4

番

小

金

原

ソ

シ

ア

ル

ダ

ン

ス

日

時
二
・
毎

週

木

曜

日

、

午

後

七

時

三

十

分

～

九

時

会

場

…

小

金

原

市

民

セ
ン

タ

ー

ホ

ー

ル

費

用
・
＝
月

二

千

円
（
入

会

金

千

円

）

詳
細
青
木
｛
一
一
4
2
－
4
8
0
0
番

絃

の

会

（

ギ

タ

ー

と

琴

）

日

時

＝
・
毎

月

第
四

火

曜
日

、

午

前

十

時

～

午

後

一

時

会

場

…

小

金

原

市

民

セ
ン

タ

ー

費
用
…
月
千
五
百
円
（
入
営
千
円
）

詳
細
…
佐
野
1
4
2
－
6
2
7
5
番

ジ

ョ

リ

ー

健

康

体

操

ク

ラ

ブ

日
時
＝
・
毎
週
火
曜
日
、
午
後
一
時

三

十

分

上

蒔

・
会
場

…
小

金

北

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用

＝
・
月

千

円

（
入

会

金

千

円

）

・
詳

細
・
：
田

中
｛
。
4
1
1
0
9
4
4

番

着

付

け

サ

ー

ク

ル

白
時
・
・
・
第
一
・
第
三
木
曜
日
、
午

後

一
時

～

四

時

会

場
・
：
常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

費

用
・
＝
月

二

千

円
（
入

会

金

な

し

ｙ
詳

細

…

常

沢
｛
1
8
5－
3
0
3
9

素



もよおしもの

文化財の史跡めぐり

日時…７月１日(金)･７日(木)

・８日( 金) 、午前10時～午

後３時( 昼食持参)

コース…市役所( 地下玄関集

合) ～戸定館～浅間神社( 極

相林) ～万満寺～新松戸郷土

資料館～本土寺～文化ホール

(解散)

対象…市内在住者

定員…各回20人( 応募者多数

の場合は抽選)

申込み…６月11日(土)〔必着〕

で、往復ハガキに住所・氏名

・年齢・電話番号・希望日(第

２希望まで)を記入し､〒271松

戸市根本387―5教育委員会社

会教育課史跡めぐり係へ

(ハガキ１枚で２人まで)

詳細…社会教育課文化財係

奇術(初心者)講習会

日時…６月12日～26日の各日

曜日、午後１時～４時

会場…婦人会館

対象…市内在住の男女36 人

費用…教材費(3回分) 2,000円

詳細…松戸奇術会・岩田音62

― 2715番

郷土歴史講座

中世の地名と人名について

本土寺過去帳を手がかりに

日時…６月19日・26日の各日

曜日( ２回連続) 、午後１時

～２時30分

会場…文化ホール

講師…｢本土寺過去帳年表｣、

「地名総覧｣編者･森田洋平氏

対象…市内在住、在勤者

定員…先着30人

申込み…電話で文化ホールa

67―7810番へ

楽しいクッキング教室

｢簡単にできるお惣菜｣

期日 時間 会場 申込み

B/21

(刈 午前10時

Ｓ

午後１時

五香市民

センター

健康菅理課

常盤平方面保健室

S84-1333 番

29

(水)

婦人会館
健康管理課

松戸方面保健室

対象…60歳以上の人（男女問

わず）

内容…お話と「簡単にできる

お惣菜」の調理実習

定員…先着25人

持ち物…エプロン・三角巾・

ふきん・筆記用具

みんなで食べるお弁当はおいし

いな

なんでも相談

日時…6月12日（日）午前11時

～午後４時

会場…伊勢丹松戸店11階イレ

ブンスポット

内容…法律・税金・年金・相

続・不動産売買・登記り主宅

・教育相談など

相談者…弁護士・税理士・司

法書士・社会保険労務士・土

地家屋調査士など、各分野の

専門家

詳細…松戸商工会議所S64

3111番

ともしび読書会

日時…6 月16日沐 ）午前1叫

～正午

会場…婦人会館和室

費用…500円

テキスト …「花衣ぬぐやまつ

わるーわが愛の杉田久女」・

田辺聖子著

申込み…電話で山本361

0407番へちいさなちいさな音楽会

日時…６月26 日（日）午後１時

30分開場、２時開演

会場…市民会館ホール

内容…ショパン「前奏曲（雨だ

れの曲）」、ドビュッシー「雨

の庭」、ブラームス「バイオ

リン.・ソナタ」ほか

出演…ソプラノ・小泉恵子、

ピアノ・加藤一郎、バイオリ

ン・井崎真理ほか

費用…1､500 円

詳 細…松戸市音楽協会・岩田

045 ― 6722番

松戸史談会・講演会

日時…６月12 日（ 日）午後１時

から

会場…婦人会館

内容…柏市史編さんのこ と等

講師…柏市広報課長（元柏市

史編さん室長）大関隆次氏

費用…300 円

詳 細…神尾341  ― 2458番

盆踊り講習会

日 時…６月18 ・ 25日（ 各土曜

剛 午後６時～９時

会場…市民会館301 号室

定員…120 人

費 用…無料

詳細…川島S62-6957 番

劇団手織座｢利休の妻｣

日時…６月18日(土)午後１時

30分と６時の２回開演

会場…市民会館大ホール

主演…宝生あや子ほか

費用…当日売大人3,000円(前

売2,500円)，中･高生2,000円

(1,500円)，小学生以下1,500

円(1,200円)<団体割引あり〉

詳細…劇団手織座松戸後援会

事務局・中岡Q85 ―8950番

春の市民ハイキング

日時…６月11日(土)午後11時松

戸伊勢丹前広場集合、12日(日)

午後９時帰着･ 解散 定員40 人

場所…天狗山( 山 梨県)

費 用…9,000 円

詳 細…松戸市山岳協会・高橋

Q67 ―3466 番

おしらせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

小金支所(41) 5101 ･小金原支所(44)4151

六実支所(85)0113R 馬橋支所(45)2131

新松戸支所(43)51110 矢切支所(62)3181

東部支所(92)3061スポー
ツ ほけんえいせい

三歳児健康診査

63年度の三歳児健康診査を行

います。対象者全員に調査票を

郵送し回答内容により二次健

診の必要な幼児には、個人通知

します。

対象…63年４月15日現在の住

民登録者

発送…前期は60年１月１日～

４月30日に生まれた幼児（５

月中旬発送）・中期は60年５

月１日～８月31日に生まれた

幼児（８月中旬発送）・後期

は60年９月１日～12月31日に

生まれた幼児（11月下旬発送）

63年４月15日以降に転入した

人や用紙の届かない人は、八

ガキに①住所②電話番号③幼

児名④保護者名⑤幼児の生年

月日⑥転入月日を記入レ 〒

271 松戸市小張本７松戸保健

所三歳児健診係へ

詳細…松戸保健所保健指導課

Q61  ― 2121番

市民テニス大会(ダブルス)

日時…①７月10 ・ 17日② ９月

4 ・11 日 の各日曜日、午前８

時40 分 集合

会場…栗ケ沢公園庭球場ほか

対象…市内在住の人

種目…①一般男子②一般女子

と壮年

費用…協会員1 組1,500 円 ・非

協会員１組2,000 円

申込み…現金書留で、６月20

日（ 月）までに住所・氏名・生

年月日・電話番号・種目を明

記し、60 円切手を張った返送

用封 筒と参加費を同封して〒

270 松 戸市新松戸6 －69 サ ン

ライトパストラル弐番街Ａ－

909 竹 内実へ

詳細…松戸市テニス協会・竹

内Q44 ―0356 番

グラウンドゴルフ教室

日時…６月19 日（日）午後１時

～４時

会場…栗ヶ沢月ヽ学 校校庭

対象…一般市民

費用…無料

申込み…当日会場で

詳細…体育指導委員・篠崎登

87―3336 番

７人制ラグビー大会

日時…６月26日(日)午前９時

～午後４時30分

会場…運動公園陸上競技場

対象…大学生以上の人で構成

されたチーム

費用…１チーム5,000円

申込み…電話で､6月18日(土)

までに松戸市ラグビー協会・

篠崎8日485番へ

愛 の 献 血

期日 会場 時 間 主催

６／６

(月)

J  R
松戸駅

東口

午前10時
Ｓ

午後４時

松 戸 市

７

(火)

松戸

市役所

午前1(〕時
Ｓ

午後３時

健康づくり
ブルーフ

「Ｍ・Ｋ」

詳 細 … 健 康 管 理 課 業 務 係

子宮がん集団検診

期日…７・８月に実施

対象…市内在住で30歳以上

実施方法…検診車による集団

方式で、腟スメア１点採取の

頸部がん細胞診( 問診等によ

り必要な人にかぎり体部がん

細胞診)

費用…頸部がん検診、体部が

ん検診ともに400円( 生活保

護世帯、市民税非課税世帯、

70歳以上の人は無料。ハガキ

に明記して下さい)

申込み…６月25日(土)〔必着〕

で、ハガキに住所・氏が・生

年月日・年齢・電話番号・子

宮がん検診と明記し〒271松

戸市根本387―5松戸市役所健

康管理課へ

市内の子宮がん検診受託医療

機関でも、膣スメア・頸管ス

メアの2点採取による頸部が

ん細胞診(1,000 円)と、必要

な人には体部がん検診(700円)

を実施しています。直接各医

療機関へ

詳細…健康管理課業務係

腎炎・ネフローゼの

早期発見に幼児の尿検査を

時期…６月下旬を予定

対象…４月１日現在、満３歳

から小学校入学前の幼児(57

年４月２日～60年４月１日生

まれ)

費用…個人負担100円( 生活

保護世帯の幼児は無料)

申込み…ハガキで、下記要領

で６月11日(土)〔必着〕まで

に申し込んで下さい。後日案

内文等を送ります。電話での

申し込みはできません。

認可幼稚園・保育所(園に通

園(所)している幼児には、幼

稚園・保育所(園 を通じ案内

文・中込用紙などを配布しま

すので申込みは不要です。

詳細…健康管理課業務係

療 育 相 談

日時…６月９日(木)午後１時

～１時30分受け付け

会場…松戸保健所

対象…生後５ヵ月以上で、股

関節脱臼検診未受診者や整形

外科的に心配な18歳未満の人

母子健康手帳を必ず持参して

下さい。

申込み…電話で松戸保他所保

肚指導課Q61  ― 2121番へ

県 民 の 日

軽 ス ポ ーツ の 集 い

日時…６月15日(水)午前８時

30分から

会場…運動公閲陸上競技場

(雨天時体育館)

対象…小学生以上の男女

内容…グラウンドゴルフ、ペ

タンク、大縄

費用…保険料100円

申込み…当日会場で

詳細…社会体育課指導係

市民夏季野球大会

参加申込み・主将会議

日時…６月11日(土)午後６時

～６時30分

会場…市民会館会議室101号室

対象…①春季大会の１回戦で

負けたチーム②新規参加チー

ム

費用…①10,000円②15,000円

申込み…費用を持って当日会

場で

詳細…松戸市野球協会・高野

S41 ―9643番

救急医療体制　　健康保険証を忘れずに／
夜間急病診療所( 毎日)･午後8 時～1塒 衛生会館内　　　1568-3756 番

待機病院( 毎日)･午後5 時～午前9 時テレホンサービス　 容6HO 旬番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレホンサービス　容66-0010番

休日歯科診療所・午前9 時～正午　衛生会館内　　　　　O65-3430 番
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